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　令和元年第４回定例会を９月５日から 27日
までの 23日間の会期で開催しました。
　この定例会では、「令和元年度大阪府茨木市
一般会計補正予算（第２号）」などの議案、決算、
意見書等を審議しました。

９月定例会

スマートフォンの QR
コードリーダーで読み
取ることができます。

サツマイモ堀りを楽しむ親子（大岩いも掘り園）

いばらき

市議会だより
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課
題
を
、
病
院
誘
致
の
検
討
の
際
に
重
視

す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
ど

う
か
。

地
域
医
療
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、

病
院
・
病
床
の
少
な
い
中
央
圏
域
、

南
圏
域
の
課
題
に
対
し
て
は
、
病
院
誘
致

の
方
針
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま

た
、
小
児
医
療
に
つ
い
て
、
病
院
誘
致
の

検
討
は
、
現
時
点
に
お
い
て
、
全
体
的
な

視
点
で
課
題
の
抽
出
を
行
っ
て
い
る
段
階

で
あ
る
が
、
小
児
初
期
救
急
医
療
の
充
実

は
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

本
市
の
就
農
給
付
金
制
度
に
つ
い

て
、
申
請
か
ら
交
付
決
定
ま
で
約

１
年
か
か
っ
て
い
る
。
京
都
府
亀
岡
市
に

お
い
て
は
、
申
請
か
ら
約
１
か
月
で
交
付

決
定
さ
れ
て
い
る
が
、
交
付
決
定
ま
で
の

期
間
が
短
い
か
ら
と
い
っ
て
簡
単
に
就
農

を
諦
め
た
り
、
地
域
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多

い
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
交
付
決
定
を
迅

速
化
し
、
１
日
で
も
早
く
営
農
で
き
る
よ

う
な
体
制
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

相
談
に
来
ら
れ
る
新
規
就
農
者
の

方
々
は
、
農
業
技
術
や
農
機
具
所

就
農
給
付
金
制
度
の
手
続
の
迅
速
化
を

問答

地
域
医
療
資
源
調
査
分
析
報
告
書

に
は
、
本
市
の
医
療
施
策
の
方
向

性
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
医
療
バ
ラ

ン
ス
や
、
小
児
医
療
に
係
る
医
療
提
供
体

制
の
課
題
は
、
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
の

か
。
特
に
、
小
児
医
療
に
つ
い
て
は
、
高

槻
市
内
に
あ
る
初
期
救
急
先
と
の
距
離
の

医
療
供
給
体
制
の
方
向
性
は

問

答

有
状
況
、
就
農
計
画
の
内
容
熟
度
等
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。
丁
寧
な
指
導
を
要
す
る
方

も
お
ら
れ
、
そ
の
時
々
に
応
じ
た
対
応
を

し
て
い
る
。
農
業
技
術
や
就
農
計
画
に
問

題
の
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
早
期
の
交
付

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

設
定
し
て
い
な
い
が
、
よ
り
多
く
の
市
民

に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
登
録
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
現
状
の
取

り
組
み
に
加
え
て
、
転
入
者
や
人
権
関
連

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
チ
ラ
シ
を
配
布
す

る
な
ど
、
制
度
の
周
知
と
登
録
者
数
の
増

加
へ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

住
民
票
の
写
し
等
を
代
理
人
や
第

三
者
に
交
付
し
た
際
に
、
本
人
へ

通
知
す
る
こ
と
で
不
正
取
得
等
を
防
止
す

る
本
人
通
知
制
度
に
つ
い
て
、
本
市
で
は

登
録
者
数
が
少
な
く
、
増
や
す
べ
き
だ
と

考
え
る
が
、
市
は
、
ど
の
よ
う
な
周
知
を

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
登
録
者
数
の
目

標
と
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

本
制
度
周
知
の
た
め
、
制
度
概
要

を
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
す
る
と
と
も
に
、市
民
課
や
各
い
の
ち・

愛
・
ゆ
め
セ
ン
タ
ー
等
の
窓
口
へ
も
チ
ラ

シ
を
設
置
し
て
い
る
。
具
体
的
な
目
標
は

本
人
通
知
制
度
の
周
知
拡
大
を

問答

第４回定例会

　令和元年度一般会計補正予算質疑を９月
５日、６日の２日間にわたり行いました。
　主な質疑内容は次のとおりですが、誌面
の都合上、質疑の一部しか掲載できません。
詳しい内容は、南館１階情報ルーム及び各
図書館に設置している会議録をご覧くださ
い。また、市議会ホームページでもご覧い
ただけます。（いずれも 11月中旬予定）

一般会計補正
予算質疑

　
大
阪
維
新
の
会

　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
幾
子

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
河
本
　
光
宏

　
い
ば
ら
き
未
来
の
会

　
　
　
　
　
　
安
孫
子
　
浩
子

本人確認制度の案内（市民課窓口）
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市
議
会

だ
よ
り

確
立
を
め
ざ
し
て
お
り
、
公
共
交
通
や
補

完
す
る
移
動
支
援
の
充
実
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
課
題
の
洗
い
出
し
は
、
こ
れ
ま

で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
解
析
や
地
域

の
方
々
と
の
協
議
の
中
で
行
っ
て
い
く
。

ま
た
、
公
共
交
通
に
関
す
る
地
域
課
題
の

解
決
は
、
必
要
に
応
じ
て
福
祉
部
局
等
も

含
め
、
調
整
会
議
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
も

考
え
て
い
る
。

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

再
発
防
止
に
つ
い
て
は
、
選
挙
に

携
わ
る
全
職
員
に
投
開
票
事
務

の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
る
と
と
も
に
、

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
整
備
も
重
要
と
考
え
て

い
る
。
投
票
事
務
に
お
い
て
は
、
責
任
者

等
に
投
票
者
数
の
管
理
等
を
徹
底
す
る
よ

う
指
導
す
る
。
開
票
事
務
に
お
い
て
は
、

経
験
を
考
慮
し
た
人
選
を
行
い
、
十
分
な

説
明
と
研
修
を
行
う
。特
に
計
数
事
務
は
、

担
当
者
が
票
箋
に
押
印
す
る
な
ど
責
任
感

を
持
っ
て
取
り
組
み
、
開
票
作
業
の
正
確

性
を
高
め
る
。

小
中
学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、「
教
員

国
に
お
い
て
は
、児
童
福
祉
法
等
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
法
が
改
正
さ

れ
、
今
年
度
内
に
は
、
子
ど
も
の
貧
困
対

策
大
綱
の
見
直
し
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

本
市
の
第
３
期
次
世
代
育
成
計
画
は
、
今

年
度
が
計
画
最
終
年
と
な
る
が
、
次
期
計

画
へ
は
、
多
様
な
保
護
者
が
存
在
す
る
こ

と
の
認
識
を
踏
ま
え
、
ケ
ア
が
必
要
な
子

ど
も
へ
の
対
応
を
反
映
さ
せ
る
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
は
ど
う
か
。

養
育
能
力
の
低
さ
や
育
児
疲
れ
、

ひ
と
り
親
等
の
課
題
が
絡
み
合

い
、
多
様
化
し
て
い
る
保
護
者
の
実
態
を

把
握
し
て
お
り
、
新
計
画
に
は
子
ど
も
の

貧
困
解
消
に
直
接
効
果
の
あ
る
事
業
を
位

置
付
け
る
。
ま
た
、
親
の
妊
娠
・
出
産
期

か
ら
家
庭
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
把
握

し
た
上
で
、
適
切
な
支
援
が
包
括
的
か
つ

早
期
に
講
じ
ら
れ
る
施
策
を
計
画
に
反
映

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

多
様
な
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
支
援
は

問答

令
和
元
年
７
月
21
日
執
行
の
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
の
開
票
作

業
に
お
い
て
、
計
数
ミ
ス
等
に
よ
り
、
確

定
ま
で
に
非
常
に
長
い
時
間
が
か
か
っ

た
。
当
初
の
開
票
結
果
は
、
投
票
者
数
と

開
票
数
と
も
に
誤
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
職

員
の
経
験
不
足
と
ル
ー
ル
の
不
徹
底
が
要

因
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
再
発
防
止
策

超
高
齢
化
社
会
に
突
入
す
る
中
、

高
齢
者
の
日
常
の
外
出
を
支
え
る

た
め
に
は
、
現
在
の
交
通
体
系
は
維
持
し

つ
つ
、
よ
り
き
め
細
か
な
交
通
網
の
形
成

が
市
域
全
体
で
必
要
で
あ
り
、
地
域
ご
と

の
課
題
の
洗
い
出
し
が
必
要
で
は
な
い

か
。
ま
た
、道
路
交
通
課
だ
け
で
は
な
く
、

関
係
機
関
等
と
連
携
し
て
地
域
課
題
を
協

議
し
、
具
体
的
な
移
動
手
段
の
確
保
策
を

つ
く
る
場
が
必
要
で
は
な
い
か
。

誰
も
が
住
み
や
す
い
・
移
動
し
や

す
い
と
実
感
で
き
る
交
通
体
系
の

公
共
交
通
の
地
域
課
題
解
決
は

問 開
票
作
業
の
ミ
ス
再
発
防
止
を

問

答学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
は

問

答 　
大
阪
維
新
の
会

　
　
　
　
　
　
　
萩
原
　
　
佳

　
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員

　
　
　
　
　
　
小
林
　
美
智
子

　
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員

　
　
　
　
　
　
　
桂
　
　
睦
子

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
篠
原
　
一
代

が
子
ど
も
と
向
き
合
え
る
時
間
を
増
や

す
」
な
ど
の
効
果
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使

え
て
い
な
い
教
員
の
現
状
は
ど
う
か
。
ま

た
、
学
習
に
困
難
が
あ
る
児
童
・
生
徒
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
持
ち
込
み
に
つ
い
て
は
、
以

前
は
断
ら
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
今
は
小
中
学
校
と
も
に
可
能
と
い
う

認
識
で
よ
い
の
か
。

教
員
に
対
す
る
平
成
30
年
度
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
、
子
ど
も

と
向
き
合
え
る
時
間
が
「
十
分
取
れ
て
い

る
」
と
の
回
答
が
、
小
中
学
校
と
も
に
、

前
年
度
よ
り
増
加
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活

用
に
つ
い
て
は
、「
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
」

が
１
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
児
童
・
生
徒

の
障
害
等
の
状
況
に
よ
り
、
必
要
な
場
合

は
学
習
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
使
用
を
認
め
て
い
る
。

電子黒板を活用した授業（養精中学校）

答
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フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
門
戸
を
広
げ
て
い

く
こ
と
へ
の
見
解
は
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
不
登
校
の

児
童
・
生
徒
に
対
し
、
学
習
指
導
、

教
育
相
談
、
体
験
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

る
民
間
施
設
で
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
た

相
談
や
指
導
を
受
け
る
選
択
肢
の
１
つ
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
学
校
が
個
々
の
児
童
・
生
徒
に
応

じ
た
き
め
細
か
な
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、本
人
の
状
況
や
希
望
に
応
じ
、フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
し
、
相
互

に
協
力
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

た
、
ス
マ
イ
ル
オ
フ
ィ
ス
か
ら
一
般
就
労

へ
の
支
援
拡
充
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

多
様
な
生
活
課
題
を
抱
え
て
い
る

方
が
多
い
た
め
、同
行
支
援
、訪
問
、

そ
の
他
の
専
門
職
と
連
携
し
、
チ
ー
ム
支

援
に
努
め
て
お
り
、
自
立
に
向
け
た
プ
ラ

ン
作
成
件
数
は
、
平
成
30
年
度
よ
り
増
加

し
て
い
る
。
ま
た
、
ス
マ
イ
ル
オ
フ
ィ
ス

に
お
け
る
就
労
支
援
に
つ
い
て
は
、
対
象

者
の
適
性
に
応
じ
た
仕
事
の
マ
ッ
チ
ン
グ

等
の
細
や
か
な
支
援
に
努
め
る
な
ど
、
就

職
率
の
向
上
を
め
ざ
し
て
い
る
。

は
、
法
令
に
の
っ
と
り
、
入
口
ゲ
ー
ト
付

近
に
看
板
を
掲
示
し
、
市
民
へ
の
周
知
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
今
後
検

討
し
て
い
く
。

元
市
民
会
館
解
体
工
事
に
お
け
る

ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て
、
市
民
か

ら
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
を
不
安
視
す
る
声

が
上
が
っ
て
い
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
に

つ
い
て
は
、
作
業
場
所
を
密
閉
、
隔
離
や

集
塵
排
気
装
置
を
設
置
す
る
な
ど
、
法
令

に
の
っ
と
っ
た
手
順
で
作
業
を
行
い
、
建

物
の
解
体
前
に
除
去
し
た
と
の
こ
と
だ

が
、
こ
う
し
た
こ
と
を
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
広
く
市
民
に
知
ら
せ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

元
市
民
会
館
解
体
工
事
に
お
け
る

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
対
策
に
つ
い
て

相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
近
年

子
ど
も
の
貧
困
や
８
０
５
０
問
題

（
※
１
）
に
関
す
る
生
活
困
窮
者
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
中
、
支
援
体
制
強
化
を

図
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
自
立
支
援
相
談

員
を
１
人
増
員
し
、
６
人
体
制
で
対
応
を

し
て
い
る
が
、
そ
の
状
況
は
ど
う
か
。
ま

答

相
談
支
援
事
業
の
成
果
は

問

長
期
欠
席
の
児
童
・
生
徒
が
登
校

に
至
る
ま
で
に
は
、フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
を
利
用
す
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
と

考
え
る
。
学
力
を
つ
け
る
だ
け
で
は
な
く
、

集
団
生
活
を
通
し
て
社
会
性
を
身
に
付
け

る
こ
と
の
で
き
る
環
境
と
し
て
も
、
今
後
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
門
戸
拡
大
を

問

答
阪
急
南
茨
木
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

阪
急
南
茨
木
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
は

問

答

（※ 1） ８０５０問題 ： ひきこもりの子をもつ家庭が高齢化し、 50 代の中高年のひきこもりの子を 80 代の後期高齢者
にさしかかった親が面倒を見るケースが増えているという社会問題。

　
い
ば
ら
き
未
来
の
会

　
　
　
　
　
　
　
友
次
　
通
憲

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
坂
口
　
康
博

　
大
阪
維
新
の
会

　
　
　
　
　
　
　
岩
本
　
　
守

ア
ス
ベ
ス
ト
完
全
除
去
の
周
知
は

問 　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
朝
田
　
　
充

アスベスト除去対策に関する看板（市民会館跡地）

会議録を閲覧できます

　市議会では、本会議の ｢会議録
｣ を定例会、臨時会ごとに発行し
ています。市役所南館１階の情報
ルーム、各図書館で自由に閲覧で
きますので、ご利用ください。
　また、議会ホームページ
（https://www.kensakusystem.
jp/ibaraki-s/index.html）でも
ご覧いただけます。
　なお、9月定例会の会議録は、
11月下旬に発行の予定です。
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市
議
会

だ
よ
り

12
月
末
頃
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
夏
頃
ま
で
か
か
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
暫
定
的
に
で
も
、
す
ぐ
に
対

応
で
き
る
こ
と
は
あ
る
と
考
え
る
が
、
す

ぐ
対
応
で
き
な
い
原
因
は
何
か
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
は
、
駅
ビ
ル
内
に
設
置
さ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
ビ
ル
の
損
傷
に
伴
い
、

建
て
替
え
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
撤
去
も
必
要
で
あ
る

た
め
、
復
旧
に
は
数
年
か
か
る
と
聞
い
て

い
る
。
現
状
で
は
、
車
イ
ス
の
方
や
高
齢

者
等
は
、
梅
田
方
面
ホ
ー
ム
横
の
ス
ロ
ー

プ
を
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
の
利
用
方
法
を
改
め
て
周
知
し
、
利
用

者
の
不
便
解
消
に
努
め
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
市
と
し
て
も
、
利
用
者
の
利
便

性
が
向
上
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
要
望
し

て
い
く
。

中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
、
官

民
共
同
で
設
立
し
た
ま
ち
づ
く
り

会
社
に
対
し
、
そ
の
運
営
や
事
業
に
補
助

金
を
支
出
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

の
補
助
内
容
は
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
、

経
営
状
況
等
に
つ
い
て
議
会
へ
の
報
告
義

務
は
あ
る
の
か
。
さ
ら
に
議
会
や
市
民
へ

の
事
業
展
開
の
周
知
は
、
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。ま

ち
づ
く
り
会
社
は
、
行
政
や
民

間
企
業
で
は
実
施
困
難
な
、
住
み

続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与

す
る
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
か
ら
、
今
回

ま
ち
づ
く
り
会
社
と
の
関
わ
り
方
は

問

る
が
、
今
後
の
計
画
は
ど
う
か
。

現
在
進
め
て
い
る
安
威
川
ダ
ム
周

辺
整
備
事
業
に
お
い
て
、
民
間
活

力
導
入
を
前
提
と
し
た
事
業
実
施
に
向

け
、
制
度
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
北
部
地

域
の
既
存
施
設
間
の
連
携
に
資
す
る
ハ
ブ

拠
点
を
ダ
ム
周
辺
に
形
成
す
る
こ
と
で
、

都
市
住
民
に
も
山
間
地
域
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
交
流
を
図
っ
て
い
く
。

本
市
で
は
、
山
間
地
域
と
都
市
部

が
接
近
し
た
地
勢
を
活
か
し
、「
山

と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
、
い
ば

き
た
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
事
業

を
実
施
し
て
い
る
が
、
真
に
都
市
住
民
が

山
間
地
域
に
関
心
を
持
ち
、
交
流
を
生
む

た
め
に
は
、
既
存
の
交
流
や
文
化
施
設
を

連
携
さ
せ
た
、
山
間
地
域
に
人
を
呼
び
込

む
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

山
間
地
域
へ
人
を
呼
び
込
む
仕
組
み
を

問

答

８月

本会議（初日）
本会議（２日目）
民生常任委員会
建設常任委員会
民生常任委員会
文教常任委員会
総務常任委員会
一般会計決算特別委員会
一般会計決算特別委員会
一般会計決算特別委員会
一般会計決算特別委員会
幹事長会
議会運営委員会
本会議（最終日）

５ 日
６ 日
10日

11日
12日

17日
18日
19日
20日
25日

27日

９月

６ 日
20日
21日

23日
30日

市議会のうごき

議会基本条例検証会議
民生常任委員会
建設常任委員会
文教常任委員会
総務常任委員会
幹事長会
議会広報委員会
議員研修会
北部地域整備対策特別委員会
市街地整備対策特別委員会
議会基本条例検証会議

１ 日
５ 日

11日
17日
18日
19日
30日

７月

幹事長会
議会基本条例検証会議
市民会館跡地等整備対策特別
委員会
政治倫理条例策定会議
幹事長会
議会運営委員会

答 　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
嘉
夫

答

の
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
期
間
内

は
、
会
社
運
営
費
等
に
補
助
金
を
支
出
す

る
予
定
で
あ
り
、
今
年
度
の
予
算
額
は

２
４
０
０
万
円
で
あ
る
。
市
の
出
資
割
合

が
低
い
こ
と
等
の
理
由
か
ら
、
議
会
へ
の

報
告
義
務
は
な
い
が
、
事
業
内
容
等
に
つ

い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
発
信
等

を
行
っ
て
い
く
。

いばきたﾃﾞｻﾞｲﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの活動 ( 車作地区 )
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３
年
間
の
相
談
件
数
の
推
移
は
ど
う
か
。

ま
た
、
変
動
理
由
は
何
か
。
さ
ら
に
、
本

市
の
相
談
支
援
体
制
の
中
で
、
長
年
ノ
ウ

ハ
ウ
を
培
っ
て
き
た
、
本
セ
ン
タ
ー
の
役

割
に
つ
い
て
の
見
解
は
ど
う
か
。

相
談
件
数
に
つ
い
て
は
、
３
館

合
わ
せ
て
、
平
成
28
年
度
が

１
１
０
２
件
、
29
年
度
が
１
１
１
２
件
、

30
年
度
が
１
６
４
９
件
で
あ
る
。
増
加
の

理
由
と
し
て
、
昨
年
の
地
震
の
際
、
セ
ン

タ
ー
が
避
難
所
と
な
り
、
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
継
続
し
て
対
応
し
た
こ
と

で
、
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
の
認
知
度

が
高
ま
っ
た
た
め
と
考
え
て
い
る
。
本
セ

ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

相
談
機
能
を
活
用
し
、
人
権
施
策
推
進
の

拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
に
身
近
な
相

談
機
関
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
。

平
成
30
年
度
は
、
立
命
館
大
学
関

連
の
事
業
等
が
終
了
し
、
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
総
持
寺
駅
関
連
事
業
等
も
一
段
落
し

た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
、
大
阪
北
部
地

震
に
よ
る
一
部
損
壊
住
宅
被
災
者
へ
の
災

害
減
免
等
の
支
援
施
策
を
実
施
す
べ
き
で

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
特
に
、
臨
時
財

政
対
策
債
（
※
１
）
は
、
実
質
的
に
地
方

交
付
税
の
代
替
財
源
で
も
あ
り
、
過
度
な

抑
制
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
犠
牲
に
す
る
こ

と
に
な
る
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
ど

う
か
。

本
市
で
は
、
当
初
予
算
や
補
正
予

算
に
お
い
て
、
今
、
必
要
な
サ
ー

問答 臨
時
財
政
対
策
債
の
過
度
な
抑
制
は

市
営
駐
輪
場
に
お
け
る
自
転
車
の

利
用
台
数
と
、
定
期
利
用
者
数
は
、

ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

定
期
利
用
の
契
約
に
つ
い
て
は
、
特
に
人

気
の
あ
る
駅
周
辺
の
駐
輪
場
に
お
い
て
、

長
期
に
わ
た
っ
て
空
き
を
待
つ
方
も
い
る

と
聞
い
て
お
り
、
対
策
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
、
現
在
の
待
ち
状
況
は
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
営
駐
輪
場
に
お
け
る
自
転
車

の
利
用
台
数
は
、
平
成
28
年
度

は
６
３
３
万
５
１
０
３
台
、
29
年
度
は

６
３
２
万
６
８
２
７
台
、
30
年
度
は

６
３
７
万
５
２
７
０
台
と
、
ほ
ぼ
横
ば
い

の
傾
向
で
あ
る
。
ま
た
、
定
期
利
用
者
数

は
、
日
々
施
設
ご
と
に
変
動
が
あ
る
た
め

数
字
で
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
部

の
駅
等
を
除
い
て
は
、
常
に
定
期
利
用
の

契
約
待
ち
が
発
生
し
て
お
り
、
人
気
の
高

い
駐
輪
場
で
は
数
年
待
っ
て
い
た
だ
く
状

況
が
続
い
て
い
る
。

答

各
い
の
ち
・
愛
・
ゆ
め
セ
ン
タ
ー

で
の
相
談
事
業
に
つ
い
て
、
直
近

問 駅
前
市
営
駐
輪
場
の
利
用
状
況
は

問 相
談
事
業
の
実
績
と
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は

ビ
ス
や
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
事

業
を
適
切
に
措
置
し
て
お
り
、
地
震
対
応

に
つ
い
て
も
基
金
を
活
用
し
た
生
活
支
援

策
等
を
実
施
し
た
。
そ
の
上
で
、
毎
年
、

年
度
途
中
に
財
源
が
生
じ
た
場
合
は
、
財

政
健
全
化
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

臨
時
財
政
対
策
債
は
、
普
通
交
付
税
の
交

付
額
に
は
直
結
し
な
い
の
で
、
借
金
と
捉

え
て
抑
制
し
て
い
る
。

（※ 1） 臨時財政対策債 ： 地方一般財源の不足に対処するため、 投資的経費以外の経費にも充てられる地方財政法
第 5条の特例として発行される地方債。

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
坂
口
　
康
博

　
い
ば
ら
き
未
来
の
会

　
　
　
　
　
　
　
稲
葉
　
通
宣

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
朝
田
　
　
充

　「平成30年度大阪府茨木市一般会計決算」
の審査が付託された一般会計決算特別委員
会は、青木順子委員（公明党）を委員長に
選任し、9月 17 日・18 日・19 日の３日間
にわたり、関係書類の審査を行ったのち、
20 日に質疑を行いました。
　ここでは、一般会計決算特別委員会での
主な質疑応答の要旨を掲載しています。

一般会計
決算特別委員会
質　疑

答
ひ
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
、
不
登
校

状
態
に
あ
る
子
ど
も
・
若
者
を
支

援
す
る
た
め
、
子
ど
も
・
若
者
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
「
く
ろ
す
」
に
お
い
て
、
当
事

問 子
ど
も
・
若
者
の
自
立
支
援
の
成
果
は

各いのち・愛・ゆめセンターにおける相談事業
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市
議
会

だ
よ
り

図
書
館
所
蔵
資
料
で
は
調
べ
き
れ

な
い
事
項
へ
の
情
報
提
供
を
目
的

に
整
備
し
た
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境
に
お
け
る

現
時
点
の
評
価
と
し
て
は
、
利
用
者
に
一

定
浸
透
し
て
き
て
お
り
、
お
お
む
ね
満
足

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
回
線
を
利

用
し
て
い
る
た
め
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
へ
の
接

続
人
数
が
増
え
る
と
、
通
信
速
度
が
遅
く

な
る
点
を
課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

者
や
そ
の
家
族
を
支
援
し
て
い
る
が
、
本

事
業
の
成
果
に
つ
い
て
の
評
価
方
法
は
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
に
お
け
る
利
用
実
績

が
非
常
に
増
え
て
い
る
が
、
理
由
の
分
析

は
行
っ
て
い
る
の
か
。

評
価
に
つ
い
て
は
、
ス
モ
ー
ル
ス

テ
ッ
プ
段
階
ア
ッ
プ
率
と
い
う
判

断
基
準
を
用
い
て
お
り
、
利
用
者
が
ひ
き

こ
も
り
レ
ベ
ル
か
ら
週
40
時
間
程
度
の
勤

務
時
間
の
職
に
就
く
レ
ベ
ル
ま
で
を
10
段

階
に
区
切
り
、
来
所
当
初
か
ら
現
在
ま
で

を
比
較
し
、
判
断
し
て
い
る
。
ま
た
、
増

加
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
利
用
料
無
料
の

対
象
を
、
平
成
30
年
度
か
ら
就
学
援
助
費

の
所
得
制
限
を
参
考
に
拡
充
し
た
た
め
と

考
え
て
い
る
。

は
ｃ
評
価
（
進
行
に
や
や
遅
れ
）
で
あ
っ

た
。
当
該
取
り
組
み
は
、
目
標
と
し
て
、

家
庭
、
事
業
所
の
ご
み
の
分
別
、
ご
み
の

資
源
化
率
の
上
昇
を
掲
げ
て
い
る
が
、
判

定
は
厳
し
い
も
の
で
あ
る
と
感
じ
る
。
資

源
ご
み
の
回
収
、
保
全
に
は
数
値
化
で
き

な
い
困
難
が
あ
る
と
思
う
が
、
数
値
目
標

の
達
成
度
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
の
仕
事

内
容
も
加
味
し
、
評
価
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

中
央
図
書
館
の
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
‐

Ｆ
ｉ
（
※
２
）
に
つ
い
て
、
過
去

３
年
の
利
用
実
績
は
、
平
成
28
年
度
が

２
５
８
６
件
、
29
年
度
が
２
９
２
６
件
、

30
年
度
が
２
８
７
４
件
と
の
こ
と
だ
が
、

30
年
度
は
震
災
に
よ
る
休
館
の
影
響
で
下

が
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
今
後
の
通
信
環

境
を
勘
案
す
る
と
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
利
用
者

は
増
加
し
て
い
く
と
考
え
る
。
現
時
点
で

の
本
取
り
組
み
へ
の
評
価
に
つ
い
て
、
市

は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

平
成
30
年
度
の
施
策
評
価
に
つ
い

て
、
ご
み
の
「
再
資
源
化
の
推
進
」

問

会 計 区 分 歳入決算額 歳出決算額 差　引

一 般 会 計 88,196,403,577 86,235,048,710 1,961,354,867

特
別
会
計

財 産 区 5,067,622,093 102,478,575 4,965,143,518

国 民 健 康 保 険 事 業  28,167,524,476 27,232,135,992 935,388,484

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 3,931,765,481 3,786,097,757 145,667,724

介 護 保 険 事 業 17,802,687,059 17,458,884,262 343,802,797

合 計 143,166,002,686 134,814,645,296 8,351,357,390

下 水 道 等 事 業 会 計
（ 収 益 的 収 支 ） 7,110,704,343 6,069,803,478 1,040,900,865

水 道 事 業 会 計
（ 収 益 的 収 支 ） 6,006,335,177 5,104,851,648 901,483,529

[ 平成 30 年度各会計別歳入歳出決算額 ］ （単位：円）

平成 30年度決算を認定

一般会計決算特別委員会での関係書類審査

　平成 30 年度一般会計・特別会計決算及び企業会計決算は、一般会計決算
特別委員会及び各常任委員会で審査後、９月 27 日の本会議で認定しました。

答施
策
評
価
判
定
の
妥
当
性
は

問 中
央
図
書
館
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境
へ
の
評
価
は

答
ｃ
評
価
に
な
っ
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
数
値
目
標
と
し
て
、
掲

げ
て
い
る
数
値
に
届
い
て
い
な
い
と
い
う

と
こ
ろ
で
、
担
当
課
が
判
断
し
た
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
数
値
目
標
を
達
成
し
て

い
な
い
こ
と
で
、
必
ず
し
も
ｃ
評
価
に
な

る
も
の
で
は
な
い
。
評
価
の
中
に
合
理
的

な
理
由
が
あ
れ
ば
下
げ
る
必
要
も
な
く
、

そ
う
し
た
点
も
勘
案
し
な
が
ら
評
価
す
る

よ
う
に
努
め
て
い
る
。

　
大
阪
維
新
の
会

　
　
　
　
　
　
　
岩
本
　
　
守

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
光
夫

答

公衆無線 LAN の一種で、 Wi-Fi に対応するパソコンやスマートフォンがあれば無料
で利用できるインターネット接続サービスのこと。

（※ 2） フリーWi-Fi （ワイファイ）：

中央図書館の Wi-Fi 使用可能エリア
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一般会計決算討論
　９月 27 日の本会議において賛成者多数で認定した「平成 30 年度一般会計決算」に対する
討論の要旨は、以下のとおりです。

賛成【公明党】 反対 【日本共産党】
　

反
対
す
る
理
由
は
、
第
１
に
、
財
政
運
営
に
お
い
て
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
財
源

づ
く
り
の
た
め
、
市
民
犠
牲
強
行
と
市
民
要
求
抑
制
型
の
運
営
が
平
成
30
年
度
も
進
め

ら
れ
た
こ
と
。

　
第
２
に
、
本
市
の
行
財
政
運
営
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
安
威
川
ダ
ム
建
設
等
の
主

要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
事
業
を
見
直
さ
ず
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
中
休
み
状
態
で
、

市
経
費
も
減
少
状
態
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
財
源
は
市
民
の
た
め
に
生
か
さ

れ
ず
、
黒
字
隠
し
と
た
め
込
み
に
回
さ
れ
た
こ
と
。

　
第
３
に
、
解
同
優
遇
行
政
が
是
正
さ
れ
た
と
は
言
え
ず
、
依
然
と
し
て
温
存
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

　
第
４
に
、
平
成
30
年
度
も
ビ
ル
ド
・
ア
ン
ド
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
称
し
た
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
、
市
民
犠
牲
を
推
進
し
た
こ
と
。

　
第
５
に
、
極
端
に
人
件
費
を
抑
制
し
、
非
正
規
職
員
に
置
き
か
え
て
い
く
こ
と
が
、

職
員
の
質
の
低
下
を
招
き
、
看
過
で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

　

賛
成
す
る
理
由
は
、
第
１
に
、
大
阪
北
部
地
震
や
台
風
21
号
の
被
害
に
対
し
、
独
自

制
度
と
し
て
、
住
宅
改
修
支
援
金
等
の
生
活
再
建
支
援
策
を
実
施
し
、
通
学
路
の
安
全

点
検
や
空
き
家
の
被
害
調
査
を
行
い
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
た
こ
と
。

　
第
２
に
、
待
機
児
童
解
消
等
に
向
け
た
子
育
て
支
援
策
の
推
進
、
エ
ア
コ
ン
設
置
等

に
よ
る
学
校
教
育
環
境
の
向
上
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
対
象
者
拡
充
や
合
理
的
配
慮
の
提

供
支
援
助
成
金
に
よ
る
高
齢
者
、
障
害
者
施
策
の
充
実
と
い
っ
た
、
今
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
。

　
第
３
に
、
市
民
会
館
跡
地
エ
リ
ア
活
用
に
お
け
る
市
民
の
思
い
を
具
体
化
し
た
基
本

計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
茨
木
の
新
た
な
景
色
を
形
づ
く
る
取
り
組
み
を

行
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
都
市
基
盤
整
備
を
着
実
に
進

め
た
こ
と
。

　
第
４
に
、
将
来
世
代
の
負
担
を
考
慮
し
、
市
債
発
行
の
抑
制
や
、
特
定
目
的
基
金
の

充
実
等
に
取
り
組
み
、
今
だ
け
で
は
な
く
、
将
来
に
わ
た
る
財
政
の
健
全
性
の
確
保
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

　　９月定例会で可決された意見書を関係機関に送付しました。

可決された意見書

◎議員発第 10 号　
　高齢者の安全運転支援と移動手段の確保を求める意見書
◎議員発第 11 号　
　太陽光発電の適切な導入に向けた制度設計と運用を求める意見書 ………………

【原案可決】…………………………

【原案可決】

茨木市議会議員政治倫理条例を可決
　茨木市議会議員政治倫理条例が、９月定例会に議員提
出議案として上程され、6 日の本会議で全会一致により
可決されました。
　この条例の制定に至るまでの経過については、まず、
平成 28 年 12 月定例会で可決された「（仮称）茨木市議
会議員・政治倫理条例制定」に関する決議を受け、平成
29 年４月に各会派の代表から構成される「政治倫理条例
策定会議」が設置されました。その後、この条例策定会

議で、延べ 24 回にわたる会議が開かれる中で、議論、調
整が重ねられ、条例案の成案に至ったものです。
　この条例は、議員が明確な政治倫理基準に基づき、市民
の代表者としての責務を果たし、市民と議員の信頼関係の
基盤を築くものであることを宣言し、公正で開かれた民主
的な市政の推進に寄与することを目的としています。
　なお、この条例は令和元年９月９日から施行しています。
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市
議
会

だ
よ
り

自由民主党・
絆 公 明 党 大阪維新の会 い ば ら き

未来の会 日本共産党 会 派 に 所 属
し な い 議 員

結　
果

福
丸　
孝
之

上
田　
光
夫

上
田　
嘉
夫

大
村　
卓
司

青
木　
順
子

松
本　
泰
典

河
本　
光
宏

篠
原　
一
代

坂
口　
康
博

大
野　
幾
子

塚　
　
　
理

長
谷
川　
浩

萩
原　
　
佳

岩
本　
　
守

安
孫
子
浩
子

稲
葉　
通
宣

友
次　
通
憲

朝
田　
　
充

大
嶺
さ
や
か

畑
中　
　
剛

桂　
　
睦
子

小
林
美
智
子

米
川　
勝
利

辰
見　
　
登

人
事

案
件

茨木市公平委員会委員選任につき同意を求めること
について【松川 正毅 氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

条　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例

茨木市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正
する法律等の施行に伴う関係条例の整備等に
関する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市市税条例等の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 可決
茨木市印鑑登録及び証明に関する条例の一部
改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
茨木市高齢者活動支援センター条例及び茨木市
多世代交流センター条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 可決
茨木市手数料条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 〇 可決

× × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × 否決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 ○ 可決

× × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × 否決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 ○ 可決

茨木市森林環境譲与税基金条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 可決
茨木市市民農園条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 〇 可決
茨木市水道事業給水条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 〇 可決
茨木市布設工事監督者を配置する水道の布設
工事並びに布設工事監督者及び水道技術管理者
の資格を定める条例の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 可決

予
算

× × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × 否決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 ○ 可決

議
員

提
出

茨木市議会議員政治倫理条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
茨木市家庭的保育事業等の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部改正について × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × 否決

決　
　
　
　
　
　
　
算

平成 30 年度大阪府茨木市一般会計決算認定に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 〇 ○ 認定
平成 30 年度大阪府茨木市財産区特別会計決算
認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
平成 30 年度大阪府茨木市国民健康保険事業
特別会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 〇 〇 認定
平成 30 年度大阪府茨木市後期高齢者医療事業
特別会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
平成 30 年度大阪府茨木市介護保険事業特別会計
決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 〇 〇 認定
平成 30 年度大阪府茨木市下水道等事業会計決算
認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
平成 30 年度大阪府茨木市水道事業会計決算認定
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 認定

そ　
　
の　
　
他

平成 30 年度大阪府茨木市下水道等事業会計
未処分利益剰余金の処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
平成 30 年度大阪府茨木市水道事業会計未処分利益
剰余金の処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 〇 可決
市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
工事請負契約締結について（市道野々宮３号線
橋梁下部工新設工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 可決
工事請負契約の変更について（市道総持寺駅前
線道路改良工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 可決

会派・議員名

月定例会議決結果
（ ○：賛成、×：反対）

件　　　 　名

９

◆議長（自由民主党・絆：下野　巖議員）は採決に加わりません。
◆ 9 月定例会の議案内容については、市役所南館１階情報ルームに設置している資料をご覧ください。
　なお、9 月定例会市長提出案件の概要については、市議会ホームページでご覧いただけます。

子ども・子育て支援法の一部を
改正する法律の施行に伴う児童
福祉法第 59 条の 2 第 1 項に規
定する施設に関する経過措置に
関する条例の制定について

［修正動議］

［原案］{

茨木市特定教育・保育施設及び
特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例等の一部
改正について

［修正動議］

［原案］{

令和元年度大阪府茨木市
一般会計補正予算（第２号）

［組み替え動議］

［原案］{
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